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韓國:江 原道東海岸地域における海岸林に開する研究 (I)

一孟芳海岸林の林分構造 と上の物理的な性質―          ‐
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A study on coastal forestsin Kangwon Province,Kbrea(I)

―Stand structure and physiOal soil propertics of Maengbang coastal forest―
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Abstract:Th`ba雨 6 data were obtained from Matngbang∞astal forest located in eastern part of Kangwon
Province for the study of coastal forests in Korea peninsula.The stand structure and physical properties of soil were

analyzed as folloWs:P加
“
s滋
“
れわ
`rg″
staid in cOstal forest surveyed indudes 49 plant spccies in total(44 spedies,1

subspecies,3 varieties and l forma from 23 families and 44 genera).CompOSitac(10 Speices),Leguminosae(6

spccies),liliaceac(5 spedes)and Gramineac(4 spcdes)conSiSt Of more than 25 species and increase diversity.Rate

of crown proiectiOn area of the stand surveyed was 86.7%;and tre,height and diameter in P加

“
s滋
“
れbθrgブ,stand

increased from fore―dune through mainrdune to natural―dune.The trees of fore‐dunc stand diagonally towards the
inland,shOwing the maximum of 34 degrees;those of inain‐dune and natural‐dune,showing less thah 34 degrees.
Average moist∞ntent of sol was O.97 to 2.60%;and average dry dendty of s。l was l.46 to l.55g/cm3.Sdl was
classified as sandy soil and SP

lは じめに                    とした。そこで,ま ず,江原道の東海岸地域に成立
韓國,江原道東海岸地域に分布する砂丘は,その幅   してぃる孟芳海岸林のクロマツ林を対象に,そ の
が狭 く,ま た,砂丘上に姜達してぃる海岸林は,保   林分構造と上の力學的な性質を調査し,そ の特性
存状態が決して良好とは言えなぃ。これは,自然的   の解析を試みた。

な要因はもちろん,砂 場が廣ぃ所は,ほ とんどが

海水浴場に開稜され,そ れ以外の地域には,軍事的   2調 査地の概況と調査内容および方法
な目的で高ぃフェンスが立てられてぃる等の人篤 研究封象地である調査匠のAと Bは ,韓國,江原道
的な影響も大きぃと思われる。このため,砂丘_上の 三レ市近徳面上孟芳里に位置する典型的な砂丘海
海岸林には,汀 線から内陸の方面に数十メトル離 岸林である(国 1,篤員 1および篤員 2).本海岸林
れた所から主にクロマツ林か成立し,一 部の地域 は,海岸に滑って平均幅64.7m,長 さ3.6kmの借状
には,アカマツ林も成立してぃる。また,海岸の岩 のクロマツ林分であり,調 査匡Aと Bの 大きさは,
石地帯のように,植 物の生育條件が悪い所には,ク それぞれ5,0×42.5m,5.0×48.Omで ある.
ロマツを主催 とする混交林が成立 してぃる.

ところで,韓 國の海岸林に開する研究は,地 政學

的な原因によって研究が進展 してこなかった.特

に,江 原道の東海岸地域に成立 してぃる海岸林に

対 しては,最 近になってようや く研究が始 まった

段階である(李と金,2000;本卜,2000).本 研究では,

韓國における海岸林の多面的な機能 と時代的な債

値観の憂化 を把握する基礎資料 を得 ることを目的

1韓
國,  江原大學校山林科學大學山林資源學部教授

溜 鳴
職酬 ぶittnγttbぷ鵠品―卵拝

飩

2韓
國, 江原大學校山林科學大學山林資源學部助教授

I蒻竜懃 鸞 ‐
靖,li邸襲醤理物量曲切翼‖
3驚認殿
t』ft£J獅疑露le別ざ露ど金斎

Jttr%Eh揃:  固1:
〇

調査匠の位置(A,B:「 砂市近徳面孟芳里)
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調査では,最 初に,調 査匠内に出現 した植生を現

地記入方式で調査 した.次 に,種 の同定が難 しぃ植

物 は,標 本 を採 取 し,李 (1980),左竹 ら (1982,

1989)の植物固鑑により分類 ・同定 を行なった.ま

た,調 査匠の林分構造を把握するため,海 岸の汀線

からクロマツ林が造成 された最初の地恥 を調査開

始粘 とし,幅 5mの ベル トランセ ク ト法により,下

層植生 ・樹冠投影国 ・樹高 ・胸高直答および樹幹

の傾 き等を調査 した.な お,上 の力學的な性質を把

握 す るた め ,ふ る い分 析 に よ る粒 粒 度 試 験

(KSF2302)と 上の合水量試験 (KSF2306)を 行った.

具饉的には,上 の合水比,乾 燥密度 とJlの分類につ

ぃて室 内賞験 を行ってそれぞれの値 を求めると共

に,分 類分けをした.

3結 果および考察

3.1海 岸林の林分構造

3.1.1種 類組成

研究封象調査匠のクロマツ林分に出現 した種数は,

23科44属44種 1亜種3愛種1品種の絶49種類であっ

た(表 1,附 録 1).出 現 した49種類のなかで,裸 子

植物はクロマツだけで,他 は被子植物であった。ま

た,侵 入した木本のクロマツ,ハ マナス,ハ マゴウ,

サワフタギおよびハ リエンジュの5種類以外は草本

であった。本末,自 然條件が悪い海邊には,ク ロマ

ツ,ハ マナス,ハ マゴウ,コ ウボウムギ,オ ニシバ

およびハマボウフウのような海岸性の植物が生育

する。しかし,海 岸林の造成により林床がある程度

安定すると,サ ワフタギのような内陸性の植物,ま

たはハ リエンジュのような婦化植物が侵入 して く

る.す なわち,林 床が安定 した砂丘海岸林では,海

岸性の植物だけではな く,内 陸性の植物の侵入 も

容易になり,こ れに件なって砂の移動 を防止する

機能も檜大 してくるようである.

なお,各 科に封する構成種の多様性は,キ ク科 (1

0種類),マ メ科 (6種類),ユ リ科 (5種類)お よびイ

ネ科(4種類)に属する分類群が25種 類で,出 現 した

種数の51%を 占めてぃた。特に,キ ク科はヤマジ

ノギク等10種類が出現 し,ク ロ■ッ林内に出現 し

た各科の構成種のなかで多様性が最 も高かった.

3.1.2成 長特性

一般的に韓國,東 海岸地域における砂丘上の海

岸林は,風 が張い海邊に成立 してぃるので,そ こに

生育 している植物は張 く風の影響 を受ける.そ こ

で,調 査匠内に成立 してぃるクロマツ林に対する

風の影響 を把握するため,樹 冠投影固,樹 高,胸 高

直径および樹幹の傾き等を調査 した。

3.1.211横断形状 と樹冠投影固

海岸砂丘林の空間的な分布を把握す るため,調 査

匡の横断形状 と樹冠投影固を作成 した。すなわち,

調査匠の横断形状は,レ ベルによる横断没1量を賞

施 して横断面固を作成 し,樹 冠投影固は,調 査現場

にで樹木の最大樹冠幅を基準に四方向の長 さを沢」

定 して作成 した。その結果,固 2に示すように,調

査匠の横断形状は,前 砂丘で高か く,主 砂丘および

自然砂丘では次第に低 くなる傾向が認め られた.

また,樹 冠投影固によると,前 砂丘の樹木は樹冠幅

が0.9～3.9mで 小 さく,主 砂丘のそれは1.6～4.5

mお よび自然砂丘では3.1～7.3mで 次第に大 きく

なる傾向が認められた。このような理由により,調

査匠における平均樹冠投影面積率は,86.7%と な

った.
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固 2:調 査匠の横断形状と樹冠投影固
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表 1:研 究対象調査匡のクロマツ林分に出現 した植物の内詳

分 類 群 科 属 種 亜種 憂種 品種 計

裸子植物綱 1 1 1 1

被子植物綱 22 43 43 1 3 1 48

単子葉植物亜綱 4
９

“
1

９

″

雙子葉植物亜綱 18 31 32 1
９

″ 1 36

計 23 44 44 1 3 l 49
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3 : 1 . 2 . 2樹高の憂化

クロマツ林の樹高は,固 3に示すように,前 砂丘

では低 く,主砂丘および自然砂丘では次第に高 く

なる傾向であり,海岸林特有の典型的な樹高憂化
の傾向が認められた.すなわち,樹高分布は,前砂
丘1.6～6.9m,主 砂丘3.4～10.8m,自 然砂丘7.4～

13.4mで あった。これは,韓 國,東 海岸地域では,

年中海岸か ら内陸に向らて張ぃ風が吹 くため,前

砂丘の樹木は,長 期間にわたる張ぃ風の影響によ

り,樹 高成長が障害 を受けた結果であると思われ

る.ま た。主砂丘および自然砂丘に生育するクロマ

ツ林の樹木成長の状態が良好であるのは,前 砂丘

に成立 してぃるクロマツ林が防風の役割 りを果た

した結果であると推察される.

y = 1 . 7 1 7 + Q 2 1 5 2 x

ぽ =QЮ

距離 (m)

国 3:海 岸からの距離別のクロマツの樹高の愛化

3.1.2.3胸高直径の憂化

クロマツ林の胸高直後は,国 4に示す ように,前

砂丘では小 さく,主 砂丘および自然砂丘では次第
に大 きくなる傾向が認められた。ところで,調 査匠
における胸高直径の分布は,前 砂兵1.0～14,Ocm,

主砂丘3.7～19.5cm,自然砂丘10.0～34.Ocmであり,
それぞれの個所における標準偏差値は,大 きな値

を示 している:こ れは,最 初にクロマツ林が造成 さ

れた時釉の林帯幅 と約55年が経過 した現時釉の林

帯幅が一致 してぃなぃことに起因 しているものと

考えられる。すなわち,砂 丘海岸林の内陸の方にク
ロマツ林が造成 された以降,周 邊の立地條件の愛

化により,ク ロセッ林帯が廣 くなり,林 齢的には3

段階になぅてぃるためである。しかし,ク ロマツ林
の胸高直後は,こ の影響 よりも,むしろ風:朧 分等

y = 3 3 1 4 2 + 0 4 0 2 x

ぽ =0431

0    1  10      20      30      40      50

距 離 (m)

海岸 か らの距離別 の クロマ ツの胸高直径 の憂化

の周邊の環境條件 と土壊條件に大 きく左右 され,

固 4に示すような結果 を示 したものと考えられる:

また,ク ロマッ林の胸高直径の分布に大 きく影響

を営 えると思われる飛末 ・飛散等による種子の侵

入量 と生存率等に封 しては,こ れからの研究課題

である

3.1.2.4樹幹の傾 き

海岸林の もう一つの特徴である樹幹の傾 き把握す

るため,ク ロマツ林の主風に対する樹幹の傾 きを

調査 した.そ の結果,国 5に示すように,海 邊のク
ロマツは強ぃ風により,最 大34°内陸に向って傾

き:ま た,内 陸の主砂丘および自然砂丘に向うに従
って樹幹の傾 きが次第に小 さくなる傾向が認め ら

れた.す なわち,樹 幹の傾きは,前 砂丘34～9°,主

砂丘23-3° ,自 然砂丘10～1°であった.し かし,

内陸に生育する一部のクロマツ樹幹が通直,あ る

いは,樹 幹の傾 きに明らかな近減が認め られなぃ

のは,ク ロマツ林の成立時期の相異 と樹種の遺博

的な差によることと思われる.
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固 5:海 岸からの距離男1のクロマツの樹幹の傾き

3.2土 の物理的な性質

3.2.1上 の合水量および乾燥密度

土の三相構造である固相:液 相および氣相を把握
するため,上 の合水量試験(KSF2306)を行った(固

6).そ の結果,調査匠Aに おける平均含水比は,前
砂丘0.97%,主 砂丘1.76%お よび自然砂丘155%

であり,平 均乾燥密度は,前砂丘1.50g/耐,主砂丘

1.54g/甜および自然砂丘1148g/面であった.ま た,
調査匠 Bに おける平均含水比は,前 砂丘1.17%,

主砂丘1.67%お よび自然砂丘2.60%で あり,平 均

乾燥密度は,前 砂丘1.55g/甜,主砂丘1.46g/昴お

よび自然砂丘1.50g/面であった。ここで,調 査匠
の合水比 と乾燥密度が一般土壊に比べ低いのは,
調査匡の土質が砂質であることが大きな理由であ

り,ま た,自然砂丘の方が主砂丘および前砂丘より

合水比が高かったのは,自 然砂丘が主砂丘および

前砂丘よリシルト質が多かったためである:なお,
乾燥密度は,調 査匠 Aと Bぃ ずれも場所による差

が認められなかった.

∞40

Ю

∞

∞

あ

”

‐５

・０

５

０

（日
じ

ｕ

回

駆

晨

固 4:

-7-



（ヽ
０
ヽ
Ｌ
）

ヨ
や
軍
ざ
ミ
■

杓
（
Ｓ
ヽ
一
く
↑
雲
＋

（ｔ
ｂ
）

畑
留
衰
彗
Ｔ
炸

や
（メ
３
【
Ｋ
佃
∬
＋

主砂丘

調査匡 B

1甲干均含水量 (%)□ 平均乾燥密度 (g′静

']固 6:各 調査匠別の平均合水比と平均乾燥密度

3.2.2上 の分類

上の分類は,美農務省 (USDA)の 分類法によるとす
べて砂質土に分類された.ま た,均 等係数および曲

率係数を基に,ASTM(Amencan Sooiety for Testing

Matends)の統一分類法によると,調 査匠の土はす
べてSPであった(固 7).こ こで,SPと 言 うのは砂

質上で,細 粒が少なく,粒度分布が悪ぃ土を意味す

る。一般的に,上 の粒径分布の幅が狭ぃ場合,均 等
係数と曲率係数が小さく,上 粒子の大きさがほぼ

均等であるので,土 粒子間の接燭面積が小さくな
る しかし,本調査匠の上の場合,大部分が砂質で,
透水係数は大きいので:土 塊の崩壊および飽和に

はあまり影響を興えなぃと思われる.   |

4お わりに

最近,韓國では,海岸林の多面的な機能と時代的な

債値観の受化を把握 しようとする動きがある.し
かし,未 だに海岸林に対する基礎的な研究さえ行
なわれてぃなぃのが現状である.そ こで,今 回は,
韓國,東 海岸地域の有名な海岸林の一つである孟
芳砂丘海岸林を対象に,林 分構造と上の物理的な

性質等につぃての調査を行なった。これからは,早
急に韓國全土における海岸林の滑革,主 要な海岸

林の賞態を把握 したい。そして,海 岸林の制度 と施

業方針,海 岸林の環境保全のはたらきと評債法,望
ましぃ造成法 と管理法等につぃて幅廣 く研究 を進
めて行きたぃ.
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附録 1:研 究封象調査匠のクロヤッ林分に出現した種の目録

Family Name Scientirlc Name Japanesc Nttme
Plot

A B

Pinaceae Pブ″″sF力″″bιrg″ クロマツ ○ ○

Gramineac

fセsr″ε′οップ″α ウシノケグサ ○

い Sfα″αε
“
Srac初 オニ ンパ ○ ○

&″ ′′αッ″7ars エ ノコロ グサ ○

Drgブra′たε″Jα′rs メヒシバ ○ ○

彎 peraCeae
Caraχあらο″″gプ コウボウムギ ○ ○

のP′′″Sα″″rた″s チャガヤツ リ ○

Commelinaceac Cο″
“
a″″α ιο
“
″ク″お ツユ クサ ○ ○

Liliaccac

ル〃ι″εα〃おルルα ホンカンゾウ ○

И〃fν
“
′′baras“″ ニ フ ○

ιブ′″
"ル
た力″Й″var〃 ακJ″ο″Jc_7f, コオニユ リ ○

Иψα″αg“ ο′7gοεあ″οs ツクシタマポウキ ○ ○

Pοり
"″

α′″″力″″ブル ヒメイズイ ○

Polygonaceae Pοりgο″
“"α
ν′0″″″ ミチヤナギ ○

Chenopodiaceae
C力′″″ο″″

"“
″r7・●″ι″″″ アカザ ○

S″α
`dαノαρ
ο″:`α シチメンソウ ○ ○

Portulacaceac Pο′″″ια ο″″
“
α スペ リヒユ ○

Ranunculaceae σた″α′7sのυ,1/arね パ ダンズル ○

Crassulaceae
0″セ,sracりs″αrac(ψ″//7S アオノイフレング ○

Sιグ″
“
sttm`″′Os″″ ツルマンネングサ ○

Rosaceae Rοsa r″gοsα ハ マナ ス ○

Leguminosac

σα∬jα″″οsοld`s subsp″ο〃α″′ カワラケツメイ ○

ι′《ρο&zα  ο″″′′′α メ ドハ ギ ○

ι′ψ′

`●

zo s″ね″ ヤハズソウ ○

ι′ψ′&zα s′″ク″Cια マルパヤハ ズソウ ○

/1cJα α″

“

″α ツル フ ジパ カマ ○

RοみJ″ta ρs′″″0-αοαc″ ハ リエ ンシュ ○

Oxalidaceae Эm′Is cο
“
た″ra″ カタパ ○ ○

Euphorbiaceae

Иσαうフカαα″Srrarお エ ノキ クサ ○

Eリカο″b″ル″ルSa var′
“
″あ

“

α″αιηε0 ニシキソウ ○

E″′力ο″ι′α
`s“
′α var″αたαII ハ ギ クソウ ○

Onagraceae Oa″ ο′力
`′
αs′″′οra マツヨイグサ ○ ○

Umbelliferae Gセカ″″′′″ο″′Is ハマポウフウ ○ ○

Syplocaccae シ″ρあοοS■滋′がおvarル″εοεαψα for″′οsα サワフタギ ○

Asclepiadaceae Mclopraxお Japο″Jcα カガイモ ○

Convolvulaceac Cα/ysセg′α sο′aα″′Jra ハマ ヒル ガオ ○ ○

Vervenaceac ″′αЮ′″″グル′fα ハマ ゴウ ○ ○

Labiatae Aィ。sraρ″″。滋″″ イヌコウシュ ○

Solanaceac Sο/r2″″″″7g/″″ イヌホウズキ ○

Compositae

乃セた″てフのη″s力お″iぬ S ヤマジノギク ○

′s“′′αね″′ο″s シオ ン ○

E″lga″″cmル ぉお ヒメムカシヨモギ ○ ○

S′′′οjο ν″7garls ノボロギク ○

И″た
"Is燿
々isセα″α ヒヌヨモギ ○

И″た
"75″
ルaご0ノ ヒメヨモギ ○ ○

И′″
“
,s″ρ′レ祀ps ヨモギ ○ ○

β′ル″sら″ブ″″ara コパ ノセ ンダングサ ○ ○

′■
`″
rs″ψι″s ハマニガナ 〇

肋ηεみ″sb″
`″
り′
"

ニチジョウナ ○ ○

○:調査巨内で同定 された種を表す.
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篤員 1:調 査地の全景

篤具 2:調 査林内の状況
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